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このコーナーでは、さまざまな協働のパターン

の中から、主に市民活動団体と長崎市の協

働の事例について紹介します。 

今、なぜ か？？考えるきっかけづくりを・・・ 

                     ５月９日（木）、メルカつ

きまち ５階ホールで、長崎 

伝習所「塾」の開所式を開催し、

今年度の塾活動がスタートしました。 

     開所式には、塾長・塾生等あわせて約 100 人が

参加し、総長（長崎市長）から塾活動へのエールが贈られま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎伝習所は、昭和 61 年からスタートし、これまでに 248

の塾、延べ 8,799 人の卒塾生を輩出しています。 

「大好きな長崎のために何かやりたい！」という熱い想いや

「こんなことやったらいい！」というユニークな発想を持つ人々

や、それに共感する人々が集まり、協力して活動できる場とし

て、テーマごとに市民の皆さんが「塾」を設置し、塾生を募集し

て、塾長を中心に市民と行政が協働で「塾」活動を展開してい 

ます。 

平成２５年度は、長崎で３塾、東京で２塾

の活動がスタートしました。今後の塾活動に

ご注目ください！！ 

塾    名 

ながさきで物語をつくろう塾 

長崎町おもい塾 

キリスト教関連遺産調査塾 

東京出島塾      ※東京で開催 

在京長崎・感・考・塾 ※東京で開催 

 

０歳～就学前の子どもを対象に、親子で一緒に遊んだり、仲間づくり、

育児の相談ができる「お遊び教室」での協働の取り組みをご紹介します。 

地域の身近な場所において、親子で遊ぶ「場」をつくり、親子遊びや親

同志の交流を促します。仲間づくりや、悩みを相談したり共有したりするこ

とで、育児負担の軽減を図ることを目的に、現在、長崎市内では３２ヶ所

でお遊び教室を開催しています。 

このお遊び教室は、長崎市が保育士の派遣、場所の提供、広報等の

役割を担い、地域の民生委員、主任児童委員や子育てサークル、市民 

ボランティアの皆さんから協力をいただきながら教室を開催しています。 

保育士の合図でお遊び教室がスタートすると、音楽に合わせて動いたり、

おもちゃの工作をしたり、絵本の読み聞かせをしたりとメニューは盛りだくさん

です。その横では、地域の方々が、小さい子どものお世話をしたり、次に使う

道具の準備をしたりと教室の補助を行っています。 

長崎市と地域住民がお互いの強みを出し合うことで、教室

の内容が充実したものとなったり、多くの場所での教室開催

が可能になるなど、子育て家庭に対してよりきめ細やかなサ

ポートの提供として協働の効果が発揮されています。 

ま 

子育て支援課 
・専門家（保育士）の派遣 

・場所の提供 

・運営資金 

・広報 

地域住民 
（民生委員･ボランティア等） 

・教室の運営、補助 

・地域への呼びかけ 

・多くの場所での教室開催 

・教室の内容がより充実 

●子育て家庭へのきめ細やかなサポート体制 

協働 



 

■ ケーブルテレビ放映情報 ■ 

６月は、「高齢者ふれあいサロン」での協働の取り

組みを紹介します。 

長崎ケーブルメディア 

デジタル 111ｃｈで 

好評放送中！ 

★毎月第２金曜日 

★午後５時（初回） ・７ 時・９ 時・１１ 時 

YouTube でも楽しめます！ 

http://www.youtube.com/user/shiminryoku 
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 市民活動支援補助金は、５月１０日に募集を締め切っ

ておりましたが、追加募集を行います！！ 

 補助金の制度をよく分からずに応募機会を逃した団体

や前回の募集締切までに事業立案が団体のみなさん、

ぜひ、補助金の活用をご検討ください。 

 補助金の申請方法等、ご不明な点がありましたら、ラン

タナまでご相談ください。 

【市民活動支援補助金とは】 

 市内に活動拠点を置く市民活動団体を対象に「営利

を目的とせず、かつ市民が自主的に行う不特定多数の

ものの利益の増進に寄与する公益的な活動に対する補

助金制度 

【募集期間】 

 平成 25年 5月 20 日(月)～6月 28日(金)17：00 

【補助金種類】 

①市民活動スタート補助金(1 団体 10万円を限度) 

 設立後３年未満の団体が活動の基盤を整え、充実

させるために行う公益的な事業に対する補助金 

②市民活動ジャンプ補助金(1 団体 50万円を限度) 

 １年以上継続して活動している市民活動団体が、自

らの資質を向上させ、その活動を拡大させるために行

う公益出来な事業に対する補助金 

【審査方法】 

 7 月 13 日(土)に公開プレゼンテーションにて審査 

★応募方法等詳しくは、ホームページ「市民力ネット」を

ご覧ください。 

市民活動支援補助金 

 追 加 募 集！ 

 市民活動センター「ランタナ」では、「集う会」＝「ランタナ

カフェ」を開催しています。 

毎回、市民活動を行っている方をゲストスピーカーにお

迎えし、話題を提供していただき、みんなでワイワイお話し

して楽しんでいます。 

４月２２日には、全国でも先駆的な活動をされている横

浜市港南区の「港南台タウンカフェ」の齋藤 保氏をお招

きし、「cafe から始まるおもしろまちづくり」をテーマに開催し

ました。 

当日は、約 30人が集まり、会議室は満席状態。 

地域情報サイト“e-town”やタウンカフェで開催している

小箱ショップ、地域情報誌の発行、地域交流イベントなど、

市民参加型のまちづくりについてのお話をたくさんお聞きす

ることができました。 

地域の夢、人の夢、たくさんの夢を協働で創りあげること

を大切にしているという齋藤さんのお話は、参加者の心に

ずっしりと響き、後半は活発な Q&A で盛り上がりました。 

次回は、５月２９日（水）に「どんぐりプロジェクト チームな

がさき」の薗田氏をお迎えし、ポーランドでの滞在生活を中

心に話を伺います！ 

興味のある方は、ぜひランタナまで！！ 

ランタナカフェ 

言葉を目に、耳にしたことはあるけれど、実はよく分からない・・・ 

そんなキーワードを、このコーナーで紹介します。 

 

 

 

自発的に、経済的な対価を求めずに行う公益的な活

動と、その活動を行う人のことを意味しています。 

言葉の由来は「意志」という意味のラテン語“volo”が

「自由意思」を意味する“ｖｏｌｕｎｔａｓ”となり、「人」を意味

する“er”が語尾について「有志者・志願兵」を意味する

“volunteer”になったとされています。 

自然災害等をきっかけに、ボランティアをめぐる気運が

高まり、人々の意識の中にボランティア活動に参加する

ことは、特別なことではなく当たり前のこととして定着して

きています。 

ボ ラ ン テ ィ ア 


